
論文 R01 

表１ アンケート内容及び街区調査内容 

東京の歴史的市街地における環境認知の変化について 
東上野地区における物理的環境の変化と居住者の環境認知構造の変化との相関 
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１．研究の背景と目的 

本研究は東京の歴史的市街地において、主に地割にお

いて歴史上の連続性を保つ地区の分析・考察をもとに、

今後の地域文化を継承する都心居住の計画設計手法の構

築を行うことを目的としている。江戸時代に形成され、

庶民の生活の中心となっていた下町の都市構造は、明治

時代の急速な近代化、大正時代の関東大震災、昭和の第

二次世界大戦、戦後の高度経済成長、さらに防災等の観

点からの木造密集市街地の再開発などの影響によって、

その変容過程が時系列上の連続性を持たないまま繰り返

されてきた。歴史的に、市街地の成長もしくは衰退、時

系列上における変容の連続性または不連続性、市街地構

造の変化を読み取ることにより、東京の歴史的市街地に

おける地域文化を継承する都心居住の計画的方法論の構

築が可能となると考えられる。 

本研究の対象地域は、文献調査注 1）をもとに①関東大

震災による被害地域、②関東大震災直後に土地区画整理

を行った地域、③宅地開発指定を受けた地域、④戦災焼

失区域、これらの被害から逃れた東上野、築地、佃、月

島地区とする。本研究においては、これらの地区を東京

における歴史的市街地と定義した。このうち、④をプロ

ットしたものが図１である。 

これまでの東京の歴史的市街地の都心居住に関する

研究として、地区ごとの居住者の類型を割り出し、生活

領域の居住環境と生活の様態との関連性について考察を

行った１）２）３）４）５）。 

 さらに、1996 年と 2012 年との歴史的市街地(東上野、

築地、佃、月島)の都心居住を比較・考察し、空間構成の

変容過程を明らかにした６）。 

 これに対し本稿では、東上野地区の現地調査から得ら

れたデータを用いて、多変量解析を行う。東上野地区に

おける物理的な環境と居住者の環境認知との相関を考察

し、1996 年と 2012 年の間における都心居住の空間構成

の変容と、その要因の把握を目的とする。 

 

２．調査・分析方法 

２－１．調査期間 

第１期：1996 年 6 月 18 日～7 月 2 日 

第２期：2012 年 7 月 28 日～8 月 19 日 

２－２．調査・分析方法 

現地調査では 1/ 200 の白地図注２)とアンケート記入用

紙を使用し、現地にて圏域図示法注３)によるアンケート、

及びアンケート被験者の居住する街区において物理的な

街区調査を行った。アンケートの対象者は中学生以上の

地域住民とし、アンケート記入用紙は調査員が記入し、

白地図は調査対象者に記入してもらった。得られたサン

プルのうち、木造住宅に 3 年以上居住している住民を分

析対象者とした。アンケート内容及び街区調査内容を表

１、分析対象者概要を表２に記す。 

２－３．アンケート被験者対象地区  

対象地区は、東上野 3 丁目 20～39 番地とした（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 戦災消失区域プロット図 

表２ アンケート内容及び街区調査内容 
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３．1996－2012 年の間における物理的な変化 

３－１．建物用途の変化及び用途別の割合 

1996年と 2012 年の対象地区内の建物の用途を比較し、

この 18 年間に建て替え、新築・及び用途変更があった場

所を示した(図２)。調査期間における用途別の割合の変

化について考察する(図３)。 

 対象地区内は、主に戸建、共同住宅、飲食店、事務所、

商店、空き家に建物用途が変化しており、期間内におい

て増加した用途は共同住宅と空き家であった。 

 

３－２．路地構成について 

 1996 年と 2012年との対象地区内の路地構成を比較し、

建物の用途の変化との関係性について考察する(図４)。 

 対象地区内の路地構成は主にＩ字型、Ｌ字型、Ｔ字型、

袋小路型に分けられる。1996 年と 2012 年の間に消失し

た路地は、30 番地の袋小路型、37 番地のＬ字型、また、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39 番地のＴ字型の一部である。そのうち、建物用途の変

化によるものは 30 番地の袋小路型、37 番地のＬ字型の

路地であった。 

 

４．1996－2012 年の間における居住者の認知領域の変化 

 圏域図示法を用いた認知領域の調査により、アンケー

ト被験者の「近隣付き合いの領域」と「日常生活の領域」、

及びそれらの領域の範囲付け理由とした構成項目を集計

し、東上野 3 丁目 20～39 番地をまとめた認知領域図(図

５，６)、構成項目の順位表(表３)を作成し分析を行った。

各認知領域図における施設名、及び通り名のプロットは

認知領域の主要な構成要素を表し、％は各領域の認知度

を割合で示したものである（図５，６）。 

４－１．「近隣付き合いの領域」の比較 

 2012 年の近隣付き合いの領域は 1996 年と比べ、宮元

町会に集中する傾向にあり、3 丁目町内会の認知度は低

下している(図５)。両年代の認知領域における構成項目

の順位表で「町内会」が上位であることから、この領域

は町内会が主要因であることがわかる（表３）。 

４－２．「日常生活の領域」の比較 

 2012 年の日常生活の領域は 1996 年と比べ、町内会を 

超えた範囲まで広く拡大している(図６)。両年代の認知

領域における構成項目の順位表で「買い物」が上位であ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 各認知領域における構成項目の順位表 図３ アンケート被験者対象地区内の用途

別の建物数 

図４ 1996 年-2012年の路地構成の変更箇所 

図２ 1996-2012 年の間の建て替え・新築、及び用途変更箇所 

－2－



 

論文 R01 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ることから、日常生活の領域は周辺街区の開発の影響が

強いと考えられる(表３)。 

 

５．1996－2012 年の間における環境認知の変化  

５－１．都心居住における居住者の心理的影響の要因 

 まず、都心居住である東上野地区の環境の変化が居住

者に与える心理的な影響について考察するため、数量化

Ⅲ類によって共通因子軸として抽出を行った。分析は、

アンケートから得られた個人データ 24 アイテム 96 カテ

ゴリーを元とした(表４)。 

居住者の都心居住における心理的影響の要因として

第 1 軸は路地エッジ数やビル占有率での物理的な変化に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図６ 「日常生活の領域」認知領域図 

表４ アイテムカテゴリー表 

表５ カテゴリーウェイト表 

図５ 「近隣付き合いの領域」認知領域図 
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起因しているので「居住街区の物理的環境」、第 2 軸は環

境改変意思の度合いに起因しているので「居住環境への

関心度」、第 3 軸は非日常の路地使用の有無に起因してい

るので「近隣コミュニティの濃淡」であると解釈した (表

５，６)(図７)。 

５－２．居住者の認知特性の類型化 

 ここでは、都心居住における心理的影響が類似してい

る居住者を類型化し認知特性を把握するため、数量化Ⅲ

類の結果から得られた居住者のサンプルスコアを用いて、

クラスター分析(ウォード法注 4))を行った(図８)。クラス

ター分析樹形図を用いて、東上野地区は 1996 年と 2012

年共に 6 類型に類型化された。このとき、居住者サンプ

ルの類型は、番地ごとにまとまりを持つことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－３．居住者の認知特性と路地との関係性 

 上記の分析から、調査期間における類型の変化につい

て番地単位に焦点を当てる。ここでは事例の番地を３つ

取り上げ、居住者の認知特性と路地との関係性について

詳しくみていく。事例として取り上げる番地は、表７に

おいて赤字で示した。図９は、調査期間における番地単

位の類型と路地の変化における相関を示したものである。 

・３１番地（矢印１）では、空き家は増加したがビル

などの開発は行われていなく、路地の変化はみられない

ことが特徴的である。図９において、歴史的低層への認

識は高まっている、これは空き家の増加によって、隣家

の居住者の路地利用の幅員が広がったためである。また、

居住環境への関心度は低下した、これは居住者が環境改

変意思において現状に満足している、もしくは考えてい

ないためで、１９９６年よりも２０１２年の居住者の方

が環境改変の意思がないことがわかる。また、近隣コミ

ュニティはやや積極的になった、これは、非日常の路地

の使用がありと回答した居住者が２０１２年の方が多い

ためである。 

・２５番地（矢印２）では、開発はなされていなく、

周辺の番地と比べ路地の残存率が高いことが特徴的であ

る。図９において、歴史的低層への認識は高まっている、

これは２５番地におけるビル占有率が低下したためであ

る。また、居住環境への関心度は向上している、これは

居住者が環境改変意思において改変を試みている居住者

が増えているためで、１９９６年よりも２０１２年の居

住者の方が環境改変の意思があることがわかる。また、

図７ 各カテゴリープロット図と抽出因子 

表６ 数量化Ⅲ類 各因子軸まとめ 

図８ クラスター分析樹形図及び 

   サンプルスコアの類型の分類 
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近隣コミュニティはやや積極的になった、これは、非日

常の路地の使用がありと回答した居住者が２０１２年の

方が多いためである。 

・３０番地（矢印３）では、４階建ての共同住宅の新

築によって、路地が消失していることが特徴的である。

図９において、１９９６年において開発的高層であった

が、２０１２年では歴史的低層への認識が高まっている。

また、居住環境への関心度は低下した、これは環境改変

意思において現状に満足していると回答した居住者が多

いためで、１９９６年よりも２０１２年の居住者の方が

環境改変の意思がないことがわかる。また、非日常の路

地使用がありと回答した居住者が無かったことから、近

隣コミュニティはやや消極的になったといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．まとめ 

 以上の分析考察により、東上野地区における物理的な

環境と居住者の環境認知との相関について以下の結果が

得られた。 

①調査期間における対象地区での建物用途の変化は

共同住宅と空き家の増加が多く見られ、その影響による

路地の消失は２箇所であった。 

②居住者の認知領域は「町内会」と「買い物」による

影響が強いことがわかった。 

③路地の消失は、非日常の路地使用を制限させるもの

であり、歴史的に形成されてきた都心居住の構成を失っ

ていると考えられる。 

④一方、路地を多く残存する２５番地において、居住

者は環境改善を試みている、と回答した居住者が出てき

ていることから周辺環境への関心度が高いことがわかっ

た。また、非日常の路地使用あり、と回答した居住者が

多いことから、近隣コミュニティがやや積極的になって

いることがわかった。 

以上のように、東上野地区における都心居住の空間構

成の変容と、その要因を、居住者の認知特性と路地との

それぞれの相関から、明らかにした。 

以後、東上野地区以外の３地区である、築地、佃、月

島地区における分析および考察を行い、４地区の特性を

明らかにし、引きつづき、東京の歴史的市街地の空間構

成の変容と、その要因を明らかにする予定である。 

 

［注］ 

注1) 戦災焼失区域（帝都近傍図）, 日地出版, 1945、昭和12 年測図, 

大日本帝国陸地測量部, 1938、日本図誌大系 関東１, 朝倉書

店、江戸東京大地図, 平凡社, 1993、復元・江戸情報地図, 朝

日新聞社, 1994、近代沿革図集別冊（永安・昭和対象図） 

注2) 白地図：1996年及び2012年ゼンリン住宅地図 

注3) 圏域図示法：この方法は、対象地域をよく認知している被験者

を対象とした場合に有効であり、自己の住居の周辺地区などの、

比較的限定された小地域の空間を対象とした研究に適している。

認知の有無や広がりなどの量的な側面だけでなく、被験者の内

部にある空間の切れ目を示してもらうことにより、間接的にそ

の構造を探ろうとするものである。 

注 4)ウォード法：この方法は、クラスター内のデータの平方和を最

小にするように考慮した方法であり、異なるサンプルデータの類

型化を限りなく最小限のまとまりに抑えようとしたものである。 
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Study of changes in the environmental cognition in historical city of Tokyo 
The correlation between the changes in the environment cognitive structure and the changes in the 

physical environment in Higashi Ueno district 

○Naoya SHIODA＊1  Syusuke WATANABE＊1 

 Koji OHDAIRA＊2   Hirotomo OHUCHI＊3 

 

Keywords : Tokyo, historical city, Higashi Ueno, Environment cognition, alley, Secular change 

 

 

This study was carried out the analysis and discussion of the district to maintain the continuity of the history in the histo ric 

city of Tokyo. The future of the purpose is carried out the construction of a downtown plan design approach to inherit the local 

culture. Downtown urban structure that is formed in the Edo era, had become the center of the common people of life . That’s 

changing Process has been repeated without having continuity in the time series because rapid modernization of the Meiji era, 

The Great Kanto Earthquake of the Taisho era, World War II Showa of the Showa era, High economic growth in the 

post-war ,and Redevelopment of wooden dense urban area from the point of view of disaster prevention. By reading the city of 

growth or decline, continuity or discontinuity of the transformation on time series, and changes in the urban structure in historic, 

it is considered to be possible that the construction of a downtown plan design approach to inherit the local culture. 

In this paper, based on the data obtained from the field survey of Higashi Ueno district, carry out the multivariate analysis . By 

considering the correlation between the physical environment and the structure of the perception of the residents of the 

environment in the Ueno district, understand the change of the spatial structure of urban residents in the same area, between 

1996 and 2012. 

Analysis method performs multivariate analysis based on the sample obtained in field surveys. Survey content is a physical 

city district survey in districts of residence of the questionnaire and survey subjects . In order to understand the factors of 

psychological influence from the city residents, it was conducted a questionnaire provided with the items of consciousness, life, 

attributes, and cognitive domains. Number of subjects is 64 people in 1996, and 62 people in 2012. 

The results of the analysis, factors of the psychological impact that residents receive fro m the city is, the physical environment 

of the city block, the degree of interest to the living environment, was found to be a degree of neighborhood community. In t he 

historic city of Higashi Ueno district, low-rise of the building has been found that there is a tendency that does not alley 

disappeared. And, the disappearance of the alley leads to a decrease of the neighboring community. On the contrary, the city 

block that has left many of the alley was found to be a high degree of interest to the living environment. As a result, in the 

historic city of Higashi Ueno district, changes in the physical environment such as the building and the alley has been corre lated 

to changes in the environment awareness of the structure of the resident such as The degree of interest and the neighboring 

community. 
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